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福祉のまち推進センター活動交換会

【要　旨】

　昭和39年にわずか32世帯で設立された町内会で、現在593世帯

（加入率約89％）、高齢化率は約26％です。町内で発生した孤独死

をきっかけに、福祉推進委員会を整備し、週1回以上の見守り・安否

確認活動を実践して、毎月の定例会を中心に活動情報を共有して

います。

　主な活動を担う福祉推進員は募集制で、毎年数名応募がありま

すが、代表となる推進委員長は町内会長ではなく、委員の互選となっています。

　既に10回を超えた「福祉まつり」や、役員独自の活動として、電球の

取り換えやドアのきしみ等を実費だけで対応する高齢者支援部隊

（サポート隊）の活動も八望台町内会の特徴だと思っています。

　なお福祉の活動は、町内会への加入・未加入を問わず実施していま

す。町内会のスローガンは「安全・安心で、住みたい・住んでみたい、あ

こがれの町づくり」で、新年度は災害時要援護者避難支援モデル事業

にも取り組む予定です。

千葉　等　会長

テーマ：町内会単位の福まち活動を学ぼう！

実践発表の1　北野地区八望台町内会　会長　千葉　等 さん

【要　旨】

　昭和58年に設立された豊かな緑に囲まれた町内会で、人口約

1,100人、現在395世帯（加入率約75％）、高齢化率は約30％です。

　夏祭り、夏休みのラジオ体操、カルタ会などを通じて子ども達と

お年寄りの良い関係づくりが図られています。

　福祉推進委員会は、平成12年頃に発足しましたが、その後に組織

強化の指導もあって、民生委員さん、老人クラブ南寿会の会長さ

ん、介護予防センターさんのお力添えをいただき、現在の形が整えられました。

　委員会は町内会長が委員長となり、前述の方々に加え、各区から福祉活動に熱意のある方に加わっ

ていただき、現在17名の体制になっております。また、2か月に1度会議を開催し、困っている方がいな

いか、活動の中であった変化などを情報共有しています。

　日常生活におけるさりげない声掛けや安否確認、行事案内を訪問

してお渡しできるようになり、更に、委員会を知っていただくための

PRチラシも既に2回発行しました。町内会の特徴として、見守り対象

世帯の多くが老人クラブのメンバーだということがあります。老人

クラブとの横のつながりと介護予防センターさんの存在が活動を円

滑にしてくれています。

実践発表の2　清田中央地区清田緑町内会 福祉推進委員会副委員長　佐々木　幸子 さん

佐々木　幸子　副委員長

福まちニュース


